エコクリティシズム カラ ヨム アメリカ ブンガク ノ ジェンダー ト ジンシュ by 吉田 美津 et al.
エコクリティシズムから読む
アメリカ文学のジェンダーと人種
吉 田 美 津
伊 藤 詔 子
辻 祥 子








吉 田 美 津
伊 藤 詔 子
辻 祥 子

















































１７８７年，アメリカ初の月刊紙 The American Museum の中に，合衆国憲法の
フルコピーとともに，先住民の死をテーマにした３篇の詩が掲載される。題名
はそれぞれ「あるチョロキー族インディアンの死の詩」（“The Death Song of a
Cherokee Indian”）「死にゆくインディアン」（“The Dying Indian”），そして「イ


































































































































































（“on one’s haunches”）置かれる（Yarrow ２）。フロリダのクリーク族（the Creeks）
やセミノール族（the Seminoles）の場合，死者は「座った姿勢で」（“in a sitting
posture”），足は曲げた状態で縛られ，その上から毛布を巻かれて埋葬される
（４）。似たようなケースだが，アリゾナのピーマ族（the Pimas）は，人が死ぬ
と「無理やり座った形にして」（“forced into a sitting position”），ロープで結ぶ
（６）。もっと自然な形として前述のマスコガルジェ族の場合，死者は，「まる
で生きているかのように座った状態で」（“in a sitting posture as if it were
alive”）穴の中に安置される（１９）。またイリノイのサック族やフォックス族は，








タッキーの洞窟などではミイラが，「座ったり」（“in a sitting posture”），「うず
くまった姿勢で」（“in a squatting posture”）（２４）見つかっている。また北西海
岸の調査で発見されたミイラで，富裕層のものは，服を着せられ，ときには武
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 チャイナタウンをめぐる場所の記憶とエスニシティ－－－
キングストンの作品を中心に
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３．チャイナタウンを超えて
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 汚染の言説と環境文学－－－
Susanne Antonetta, Body Toxic : An Environmental Memoirを中心に
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１．作家と作品の概要
『汚染の身体――環境的追想記』（Body Toxic : An Environmental Memoir,
２００１. 以下副題は省略する）の著者スザンナ・アントネッタ（１９５６－）は，イ
タリア系移民第４世代の詩人で，病の中活発に作品を発表している作家であ
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お わ り に
以上の論考は，まず１９世紀における埋葬方法に見られる死生観の差異とそ
の意味を考察し，つぎに現在のエスニック・コミュニティの新たな変容を展望
し，そして世界と身体の汚染の歴史的連続性を明らかにした。各論考が対象と
する作品の時代背景とテーマは異なるが，すべての論考が場所と人の営みの深
い関係への関心に貫かれていることは共通する。文学と環境の関係を研究する
と広義に定義されるエコクリティシズムの柔軟さは，環境的表象を通じて１９
世紀の文学から２１世紀のメモワールまでを批評対象として読み解けることを
示せたのではないかと考える。テーマや方法論に柔軟性があるということはエ
コクリティシズムが環境批評へとその批評理論を確立しつつあるということで
ある。ポストコロニアルの問題系に環境を読み込もうとするポストコロニアル
環境批評の萌芽もあり，エコクリティシズム／環境批評は今後アメリカ文学と
ともに世界の英語文学へと対象を広げる文学批評になると予想される。さらに
この共著論文をもとに論考を発展させることによって各々の研究は，環境批評
とともに環境を共通のパラダイムとして１９世紀アメリカ文学研究，アジア系
アメリカ文学研究，そして汚染の言説研究として学際的な研究とその方法論に
寄与するであろう。
［付記］本論考は，松山大学特別研究助成（２００７年度）による研究成果の一部である。
（吉田美津）
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